
★応募方法　　A・B・C・D・E・F に当てはまる回答（カタカナ）
と「郵便番号・住所・氏名・職場名・電話番号」
を記入し、「官製はがき」で下記郵送または「労
福協 e メール」で受付けます。※[e メール ] アドレ
スは当ふくい労福だよりの 1 面上部に記載あり。

★郵送先　　　〒918-8231　福井市問屋 1 丁目 35 番地
　　　　　　　福井県労働者福祉協議会　クイズ係
★応募締切　　2015 年 7 月 27 日 ( 月 )　必着
★当選者発表　当選者への発送をもってかえさせていただきま

す。
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応　募　要　領

ク ロ ス ワ
ー ド

ク イ ズ

☆☆☆ タテのカギ ☆☆☆
【タテ １】 海や川が陸と接する境目。水ぎわ。
【タテ ２】 物事のいろいろな様子や理由など。
【タテ ３】 運が悪いこと。悲運。
【タテ ４】 お腹が痛むこと。また、その痛み。
【タテ ５】 相手に怖さ、おそろしさを感じさせて、脅かすこと。
【タテ ６】 地表に降った雨の量。降水量。
【タテ ９】 渋い味。「〇〇柿」。

☆☆☆ ヨコのカギ ☆☆☆
【ヨコ １】 近いところ。隣り「〇〇〇〇」。
【ヨコ ４】 封筒・容器・出入り口を閉じてふさぐこと。
【ヨコ ５】 教えさとすこと。反省点。
【ヨコ ７】 試合などに勝った割合。
【ヨコ ８】 プリンタで出力に利用する媒体。「コピー〇〇〇」。
【ヨコ 10】 声だけで出演する俳優。

クイズ正解者の中から「抽選」で１０名様に「５００円分のＱＵＯカード」をプレゼント！
皆さまからたくさんのご応募をお待ちしています。

創ろうみんなで夢のある社会
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　福井労福協は第53回定期総会を5月19日（火）あわら市において開催しました。総会では、代議員22名が参加し、
「活動方針」をはじめ全議案を満場一致で決定しました。「2015年活動方針」の具体的な活動や事業内容は次の
通りです。

１．労働者自主福祉運動への理解促進および
　　福祉事業団体の強化・発展のために
（1）教育・セミナーの体系化

　連合福井や各福祉事業団体との連携を強化し、これ
まで実施してきた各種研修や学習会を体系化し、実効
性の向上をはかるため、労働者自主福祉運動の重要性
や必要性の理解促進および福祉事業団体の利用拡大
をめざします。
①ライフプランセミナー（フレッシュコース）の
　開催
　新入組合員を中心とする入社３年未満の組合
員を対象として、労働組合の必要性や役割、労
働組合と福祉事業団体との関係、事業内容等に
ついて、連合福井と共同で開催します。
②ライフプランセミナー（年金コース）
　これまで労福協、北陸労金、基金協会の三者
がそれぞれで実施してきた年金関係のセミナー
を一本化して、内容の充実をはかります。
③ライフプランセミナー（退職準備コース）
　退職まで１年未満となった組合員を対象とし

て開催し、60歳以降の豊かな生活を創るために、
税金・年金対策、資産運用、趣味、健康増進等
について学びます。

（2）福祉事業団体との連携強化
　事業団体と組合役員との距離を縮め、相互協力から
相互発展につなげる活動を展開します。

２．県内で働くすべての人たちが安心して働く
　　ために
（1）教育・セミナーの体系化

①メンタルケア・スペシャリスト（ＭＣＳ）第二
　期生の養成　[3面参照]
②第一期生40名のフォロー
　財団法人メンタルケア協会と連携し、ＭＣＳ
の職場におけるセミナー開催や相談への助言・
指導及び情報交換会等を開催し、活動状況の把
握や情報の共有化をはかります。
③０１２０－５５６－２９１（こころ－ふくい）
　の周知
　機関紙「ふくい労福だより」やホームページ
の他、ＴＶＣＭに協賛していただける企業・団
体の拡大に努めます。

「連帯・共同で安心・共生の
　　　福祉社会をつくろう！」
「連帯・共同で安心・共生の
　　　福祉社会をつくろう！」

福井県労福協 第53回定期総会開催

2015年度　活動方針決定

2015年度活動方針（概要）

あいさつする山岸会長
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　連合福井と福井県労働者福祉協議会（労福協）は、職場におけるメンタル不調者の増加に歯
止めをかけるため、「私たちが働く職場からはメンタル不調者を出さない」を目標に、2014
年から3年間にわたり、財団法人メンタルケア協会が認定するメンタルケア・スペシャリスト
（ＭＣＳ）を150人養成することとしました。
　第一期生となる2014年度は、40名のＭＣＳが誕生し、それぞれの職場で組合員からの悩
み事に真摯に耳を傾けながら、ストレスや不安を和らげる活動を展開しています。また同時に、
職場におけるイジメ、パワハラ、コミュニケーション不足などの状態をいち早くキャッチし、
労働組合や会社と連携して改善をはかることで、予防につなげています。
　2015年度におきましても下記の日程で第二期生を養成しますので、労組役員や興味のある
方は、是非お申込みをお願いいたします。

【基礎課程】
　受講日：９月27日、10月４日、11日、11月１日、８日の各日曜日
　会　場：福井市問屋町１丁目35番地　「ユニオンプラザ福井」３階
　時　間：午前10時～午後４時45分（105分講義３コマ、休憩1時間）
｠
【実践課程】
　受講日：11月29日、12月６日、13日の各日曜日
　会　場：福井市問屋町１丁目35番地　「ユニオンプラザ福井」３階
　時　間：午前10時～午後４時45分（講義とロールプレイ、休憩１時間）
｠
【受 講 料】
　加盟組合や事業団体から受講される方には、連合福井と労福協が受講料の約３の
２を助成します。残りの金額については、所属の労組および事業団体もしくは労福
協にお問い合わせください。
｠
【募集内容】
　受講希望者は、８月28日（金）までに所属の労組
　または事業団体を通じてお申し込みください。
｠
【問合せ先】
　連合福井（TEL０７７６-２７-５５５６）
　労 福 協（TEL０７７６-２１-５９２９）

第2期　MCS養成講座
受講者募集のお知らせ

こころ支えるネットワーク事業
（前ページより続く）

（2）生活設計支援のための事業
①勤労者のための労働問題基礎講座
　（県からの受託事業）

　アンケート等による要望にマッチしたテーマ
を選び、連合福井および各地域協議会と連携し
て開催します。

②くらしなんでも相談会の充実
　今年も県下６会場で、暮らしに関する様々な
困りごとに対して、顧問弁護士や福祉事業団等
の専門家と連携し、「くらしなんでも相談会」
を実施します。

③ライフサポートセンター福井・労使相談センター
　上記相談会を含め、両センターの利用拡大に
向けて、行政機関との連携を強化するとともに、
各自治体が発行する広報紙や新聞広告等によっ
て周知拡大を図ります。
また、メールによる相談や電話予約による時間
外（夜間や土日）対応を継続します。

（3）文化・スポーツ関係事業
①第65回福井県勤労者美術展

○開催期間　 2015年12月3日㈭～12月6日㈰
②中央・地区メーデー

　第86回福井県中央メーデーおよびメーデーフ
ェスティバルに対し、費用の助成や福祉事業団
体と連携した専用ブースの設置などを行い、積
極的に参加していきます。

③労福協主催「家族＆同僚　日帰りバスツアー」
　各福祉事業団体のＰＲや日頃のストレス解消
などを目的として、家族や職場仲間を対象とし
た日帰りバスツアーを実施します。

３．自治体要求・関係団体との連携、協力
（1）福井県

　各福祉事業団体の円滑かつ効果的な運営に資する
要望等を取りまとめ、福井県知事に対して要求書を提
出するとともに、意見交換と懇談を実施します。

（2）反貧困キャラバン
　福井県弁護士会、司法書士会、その他関係団体と連
携し、反貧困キャラバン2015に参加し、集会や街宣行動
等を行います。また、奨学金制度問題等について福井
県、福井市をはじめとして、各議会への要請行動を行い
ます。

（3）中央・中部労福協との連携
①生活底上、福祉強化キャンペーンに合わせて県
　への要請を実施します。
②連合福井が行うストップザ格差社会の取り組み
　に協力していきます。
③労福協活動の理解を深めるため、産別への訪問
　（説明）を実施します。
④北陸労働金庫福井県本部と連携し、奨学金問題
　の取組みとして教育ローンの推進に努めます。

総会会場風景

福井県民生活協同組合

福井県労働者信用基金協会

北陸労働金庫

福井県労働福祉会館

福井県勤労者旅行センター

６月 18 日（木）

６月 22 日（月）

６月 25 日（木）

６月 26 日（金）

６月 26 日（金）

県民生協本部センター

ユニオンプラザ福井

石川県立音楽堂

ユニオンプラザ福井

ユニオンプラザ福井

全労済福井県本部 ７月 30 日（木） 福井県国際交流会館

団　体　名 開 催 日 開　催　場　所

● 福祉事業団体の通常総会・評議員会が開催されました。

● ７月開催予定の通常総代会(代表者会議)

団　体　名 開 催 日 開　催　場　所
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コープ商品 新ブランド情報 VOL１ 

 

              
 

 
たんぽぽ便・ハーツのコープ商品（日本生協連PB）の 
コープラベルが順次切り替わり、より見やすく、利用しや

すくなります。ぜひお確かめください。 
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全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

営業時間：平日9：00～17：00

福井地区には営業店9店舗＋ローンセンター1店舗がありますが、
今回は「金津支店」を紹介します。

□店舗開設
1986(S61年)年11月10日

□職員構成
職員 (職員13名、うち女性 10名)

□会員・間接構成員
74会員／10,404人 (2014年3月現在)

お客様一人一人のご相談と真剣に向き合い、夢に寄り添う金津支店です！！

◆営業チーム 左上から 橋本 水波次長 酒井
左下から 杉本 関係長

◆業務チーム
左から 吉田係長 田本 鈴木支店長 佐藤 坪田

田邊 上口代理 高倉

～お客様の“笑顔”と“ありがとう”を力に変えて。
お客様に愛される「ろうきん金津支店」を目指します!!～

金津支店は、職員が「お客様のために何をすべきか」を常に考え、行動することを心がけております。“ろうきんに相談して良かっ
た”そのお言葉をいただけるよう、職員一同心を込めた対応をさせていただきます。ご来店をお待ちしております。

2015年7月31日まで

好評につき
期間延長！

無担保

ご 融 資 額

ご返済期間

保 証

ご返済方法

最高700万円

最長10年

保証機関の保証が必要です。

毎月返済又は毎月返済・
ボーナス返済の併用

ホームページで最新情報をお届けしています。

http://hokuriku.rokin.or.jp
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